
令和6年6月　定例教育委員会

■日　　時　令和6年6月18日（火）16：00～17：30

■場　　所　高森町公民館会議室

■参集範囲

教育委員：高野教育長、湯澤委員（教育長職務代理）、庄司委員、松尾委員

事務局　：清水事務局長、芦部公民館長、伊藤こども未来係長、松島こども未来係長、寺

沢スポーツ・文化係長、木村（紘）スポーツ・文化係長、木村（彰）給食センター所長、斉藤

支援指導主事、北村支援指導主事（ICT）

保育園　：大平下市田保育園長

1．開会

2.前回の会議録の承認

3．教育長あいさつ

4．教育長からの報告

・学校給食費の誤徴収について（説明：事務局長）

5月27日に既に中学校から111名、71万400円。年度切り替えのシステム切り替え

を誤った。卒業生のデータが残っていた。すぐさまご家庭にお詫びの送付を実施

し、6月14日には返金作業も実施。今後は、根拠となる資料の見直し、担当係長以

外の係長も資料を確認できるようにし、決裁ルートにも加えるという対策を講じ再

発防止を進めている。役場全体の信頼を裏切る行為をしてしまった。お詫び申し

上げる。

・専決処分等の承認について

「高森町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例」

一部改正条例

→承認

・教育長から飯伊市町村教委連絡協議会の説明

5月の飯伊教委連絡協議会から、5月の定例会よりも後になったのでこのタイミング

で共有する。教職員の勤務時間調査、県教委と市町村教委の連絡調整、少人数

連絡授業の実施について、校長の育成資料、事故の報告関係(熱中症、水泳事

故)、学校給食の食中毒、採用関係、短時間勤務制度等について説明があった。

5．協議報告事項（各係からの報告）

　◆事務局長

・県教委との人事について取り決めについて→了承

・市町村教委と県教委の意見懇談会について（8/23金9：30-12：00＠飯田合庁講堂） ・6

月補正予算について（6/14可決）サッカー場広告料、町体バスケットゴール修繕等

・教員住宅廃止の方向性、了承（5/8下市田区会で説明）

・岡山大学大学院との学術連携協定（8月以降の予定）



・7/30教育セミナー（14：00～＠福Ce大H　信州大学廣内教授　テーマ「防災学習」）

庄司委員

岡山大学院学術連携の内容は、どんなものか。

清水

山吹出身の寺沢先生の存在。タブレットを使ったドリル学習などを広めてきた。今

回、ビッグデータを活用した学力向上等について協定を締結。

　◆こども未来係

学校教育担当

・学校ホームページについて（7月）

学校ホームページについて、これまで各校で発信するホームページが無

かったため導入する。予定やブログ等を発信。まだ容量が少ないため補

正で対応する。

庄司委員

誰でも見られるということか。それを作成するのは誰になるのか。

伊藤係長

主に作成するのは教頭や教員だが、校長の許可を得て掲載される。

庄司委員

紙の学校だよりは廃止するのか？

北村支援指導主事

しばらくは両立させるが将来的に廃止する可能性はある。

こども支援担当

　　 ・下市田保育園（みつば保育園）の状況について（送迎等も含めて）

みつばに移り3か月。早朝の送り迎えはバスを出している。5月に保護者説

明会でのご意見をいただいて7月からバスの2便目を出す方向で最終調

整をしている。

説明会の中で早く回収をして戻れるように、改修の状況について広報をし

てほしいとのご意見をいただいた。

工事契約の締結について(資料の説明)、三六組に決定した。6月14日の

議決をもって本契約となっている。

卒園式は新しい園舎でできるように準備を進めている。1月2月は雪のこと

もあるので、工期を短縮できないか検討している。

7月の第2週から解体工事が始まる。

・下市田保育園改修工事契約の締結について

・工事名「令和6年度　下市田保育園大規模改修工事（建築）」

・入札方法：受注希望型競争入札（事後審査、郵送方式）

・契約金額：税込418,000千円　株式会社三六組

・工種：建築、改修面積817.16㎡、増築面積116.86㎡　計934.02㎡

・工期はR6.06.14からR7.02.28

・財源



公共施設等適正管理推進事業（長寿命化事業）

充当率90％、交付税措置50％

起債額：338,200千円（予算ベース）※増築面積分は含まず

・9月からの第３子保育料の無償化について

第2子も全員50％負担、また低所得世帯は無償、第１子についても低所

得世帯は50％負担

町が負担する分約2,500千円については9月補正にて対応

　◆スポーツ・文化係

スポーツ担当

・クラブハウス、サッカー場の動きについて

工期が伸びており、8月末に竣工予定。9月29日にセレモニーを実施予

定。その広告を南信州新聞社へ出すための補正を上げさせていただい

た。料金案を作成し、理事者にも共有したものを共有する(別紙山吹ほた

るパーク利用方法・料金案参照)。

熊谷委員

やってみないとわからないが、ごみの問題はどうか。できるだけ使って頂けるような

工夫をしていただきたい。照明の時間は何時までか。

木村係長

利用時間については、現状では町民体育館と同様に21：30までを考えている。ゴ

ミ箱について、現状他施設は付けていないので持ち帰って頂く形で考えている。

熊谷委員

指定管理制度導入はいつから実施するのか。

木村係長

指定管理については半年では厳しいので、1年間、まずは業務委託で様子を見

て、その後の導入が妥当ではないかと考えている。

文化担当

無し

　◆こども家庭総合支援室

無し　

　

　◆町立図書館

無し

　◆学校給食センター

無し※上記の誤徴収について、所長から謝罪

　◆保育園

どろんこ遊びが流行っている。下市田保育園では、なかなかできなかった。ここで

しかできない保育の良さを保護者に伝えている。



庄司委員

新しくなる下市田保育園では泥遊びはできないのか。

大平園長

可能である。そういうものを、しっかり保護者にも説明し実施していきたい。

6．その他

岡山県総社市教育委員会視察の報告（斉藤支援指導主事、北村ICT支援指導主事）

庄司委員

とても素晴らしいと思った。高森の場合には地域との関りを重視しているが地域と

の関りは総社市にはあったか？

斉藤支援指導主事

地域という視点は説明ではなかった。今回の説明については、学校づくりを中心

にお願いしたので、地域との連携については説明が無かったのだと思う。

庄司委員

吃音のお子さんのお話を聞いて、教師の重要性を感じた。保育の重要性も大切。

そういった視点を小中でも重視しているのかなと感じた。指導主事をしっかり位置

づけてないと上手くいかないと思った。

斉藤支援指導主事

各校にリーダーが配置されており、リーダー間の連携が出来ている等の仕組みが

出来ている。

「他者を尊重する」という教育ができているので、吃音の子にも普通に接することが

出来るのではないか。

熊谷委員

今回の視察を通じて、今すぐ、当町の学校にてできることは？

斉藤支援指導主事

今年3つの特別研究委員会を立ち上げた。キャリア教育、学級づくり、授業づくり。

各校校長が委員長。少しでもいいので小中で共通した一貫した教育ができれば

良い。

熊谷委員

中学校の授業を見学した際に、話し合いの時間になると、仲の良い人同士で集

まって話し合っているという姿を見た。そういうものをすぐに取り入れられるのでは

ないかと思った。

斉藤支援指導主事

学校づくり研究委員会では、具体的な取り組みとして実施し、QUと呼ばれるアン

ケートを年間2回実施して取り組み状況を見ていく。第1回目のアンケートは1学期

中に実施予定。

7．日程等

　06月22日（土）　ほたる祭り　16：15～　＠ほたるパーク

　06月22日（土）～06月22日（土）　

　07月03日（水）　教科書採択会議　



　07月05日（金）　県町村教育長会総会＠高山村（教育長出席）　

　07月08日（月）～07月12日（金）　JFA夢の教室　

　07月12日（金）　R6年度三遠南信教育委員会総会及び研修会＠愛知県蒲郡市

下伊那北部地区町村教育委員会研修会の開催日決定について

１１月１３日（水）会場：「交流学習センターゆめあるて」　

受付：１５時　研修会：「下伊那北部地区の石仏」酒井幸則氏

※当番は豊丘村教委

8．次回教育委員会開催日

令和6年7月18日（木）15:00～＠公民館2F学習室

9．閉会




